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＜調査の目的＞ 

武蔵小杉駅周辺地域エリア防災計画の改定に向けて、武蔵小杉駅周辺の高層マンション住民が発
災時に取る避難行動や備蓄に関する基礎データの収集・分析を行うことで、現行の武蔵小杉駅周辺エ
リア防災計画の課題を明確にすることを本業務の目的とする。 

 

 

＜調査設計・回収結果＞ 

調 査 対 象 武蔵小杉駅周辺の高層マンションにお住まいの満 18 歳以上の世帯主 1,500 人 

抽 出 方 法 無作為抽出法 

実 施 方 法 郵送配布・郵送又はＷＥＢ回収 

実 施 期 間 令和６年 12 月 

回 収 結 果 763 件（50.9％） 

 
 
＜概要版の見方＞ 

・図表中の「ｎ」（number of case の略）は、各設問の回答者数を示し、比率算出の基数である。複数
回答の設問では、すべての比率を合計すると 100.0％を超える。 

・調査結果の比率は、小数第２位を四捨五入して算出した。そのため、すべての比率を合計したときに
100.0％にならないなど、各項目の比率と、その合計が一致しないことがある。 

・図や文章中の選択肢の表記は、場合によっては語句を一部簡略化して示しています。 
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＜回答者の属性＞ 

 

 

 

■ 回答者の年齢 ■ 同居者の年齢

19歳以下 ０～３歳

20～29歳 ４～６歳

30～39歳 ７～９歳

40～49歳 10～14歳

50～59歳 15～19歳

60～69歳 20～29歳

70～79歳 30～39歳

80歳以上 40～49歳

無回答 50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

0.1 

1.7 

11.0 

26.2 

28.2 

17.6 

11.1 

3.8 

0.3 

0％ 10％ 20％ 30％

n=763

9.8 

8.8 

10.5 

15.3 

11.5 

14.7 

14.2 

24.5 

23.1 

14.8 

7.6 

3.9 

13.6 

0％ 10％ 20％ 30％

n=763

■ 高層マンションでの居住階数

１～５階 ６～10階 11～15階 16～20階 21～25階 26～30階 31階以上 無回答

n=763

5.0 

13.0 13.1 11.7 11.7 12.2 

33.3 

0.1 
0％

10％

20％

30％

40％

■ 地震発生時の行動に不安がある方の有無 ■ 居住形態

90.3 

8.9 

0.4 
0.3 0.1 

n=763

持ち家 賃貸

給与住宅（会社の寮など） その他

無回答

21.9 

77.7 

0.4 

いる

いない

無回答

n=763
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★「在宅での避難推奨」の認知度 

「在宅での避難推奨」の認知度は、「知っていた」が70.0％、「知らなかった」が29.6％となってい
ます。 

 

 

 

 

★自宅のある階までの階段での上り下り 

自宅のある階までの階段での上り下り経験は、「上り下り両方ある」が最も多く、48.1％となってい
ます。震災時、自宅のある階まで荷物を持って階段の上り下りは、「できる」が最も多く、63.6％とな
っています。 

 

 

  

70.0 

29.6 

0.4 

n=763

知っていた

知らなかった

無回答

■ 自宅のある階までの階段での上り下り経験 ■ 震災時、荷物を持って階段の上り下り

63.6 

32.8 

3.3 0.4 

n=763

できる できない

無回答

48.1 

3.3 

12.8 

35.6 

0.1 

上り下り両方ある 上りのみある

無回答

n=763

下りのみある ない その他
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★非常食、飲料水の備蓄量 

非常食の備蓄量は、「３日」が最も多く、36.6％となっています。 
飲料水の備蓄量は、「３日」が最も多く、26.6％となっています。 

 

 

 

 

★水・食料以外の備蓄 

水・食料以外の備蓄は、「携帯トイレ」が73.7％で最も多く、次いで「照明器具（ランタン等）」が
66.2％、「カセットコンロ」が64.4％となっています。 

 

 

  

n=763

非常食

飲料水

4.6 

10.1 

14.9 

16.3 

36.6 

26.6 

4.6 

7.5 

13.8 

8.5 

3.0 

6.3 

13.2 

17.7 

8.7 

6.8 

0.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日 ２日 ３日 ４日

５日

５日 ６日 ７日以上

食料（水）の備蓄はほとんどない

携帯トイレ

照明器具（ランタン等）

カセットコンロ

簡易食器（紙皿・スプーンなど）

衛生用品（生理用品・ボディシートなど）

暑さ・寒さ対策物品

ポータブル電源（ポータブル蓄電池）

ペット用品

乳児用品・高齢者用品など

その他

無回答

73.7 

66.2 

64.4 

57.3 

44.2 

37.9 

33.6 

10.1 

6.3 

2.0 

3.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

n=763
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★家具や棚、家電類などの固定状態 

家具や棚、家電類などの固定状態は、「一部のみ固定している」が最も多く、47.8％となっています。
また、「一部のみ固定している」、「固定していない」を合わせると、83.2％となっています。 

 

 

 

 

★地震発生から１時間後の行動 

地震発生から１時間後の行動は、「おそらく自宅の中に留まる」が最も多く、61.1％となっています。 
 

 

 

12.7 

47.8 

35.4 

3.8 

0.1 0.1 

n=763

全部または大部分を固定している

一部のみ固定している

その他

固定してない

ほとんど作り付けなので固定の必要がない

無回答

28.0 

61.1 

8.8 

1.0 

9.2 

0.4 

n=763

必ず自宅の中に留まる

おそらく自宅の中に留まる

おそらくマンションの敷地の外に出る

必ずマンションの敷地の外に出る

その他

無回答

（以下の状況を想定した回答） 
平日の１９時ごろ、あなたが自宅にいる時に大きな地震が発生しました。余震が継続的に発生しており、高層階

では、長周期地震動※により、長時間船に乗ったときのような揺れが続いています。あなたは緊急地震速報を聞い
てとっさに身を守る行動をとり、幸いにもけがはありませんでしたが、揺れにより部屋の中はいたるところに物が
散乱しています。他の家族は家の外に出ており、電話やインターネットがつながらないため、状況がわかりません。 
※長周期地震動とは、大きな地震で生じる、揺れが１往復するのにかかる時間が長い揺れの事で、免震構造のマン

ションであっても、大きく、長く揺れることがあります。この揺れにより、家具が転倒したり、大きく移動した
りする危険があります。 
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★「自宅の中に留まる」人の想定される行動 

地震発生から１時間後に 「自宅の中に留まる」と回答した方の、３時間後の行動は、「おそらくその
まま自宅に留まる」が最も多く、63.1％となっています。 

また、３時間後に「マンションの敷地の外に出る」と回答した方の、向かう先は、「避難所（学校等）」
が最も多く、31.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

33.5 

63.1 

2.4 

0.0 0.4 0.6 

n=680

必ずそのまま自宅に留まる

おそらくそのまま自宅に留まる

おそらくマンションの敷地の外に出る

必ずマンションの敷地の外に出る

その他

無回答

避難所（学校等）

駅・商業施設

スーパー・コンビニエンスストア・ドラッグストア

付近の親戚・友人の家等

公共施設（区役所等）

公園など広い場所

その他

無回答

31.3 

25.0 

12.5 

12.5 

6.3 

6.3 

6.3 

0.0 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

n=16

（以下の状況を想定した回答） 
地震発生から３時間後、継続的に余震があり、エレベーターはいまだに停止しています。電話とインターネットは、

不安定な状況ではあるものの外部との連絡はある程度可能になりましたが、学校の避難所はまだ開設されていませ
ん。夜になり、一夜をどこで明かすかを検討する必要も出てきました。 
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★「マンションの敷地の外に出る」人の想定される行動 

地震発生から１時間後に 「マンションの敷地の外に出る」と回答した方の、向かう先は、「避難所 （学
校等）」が最も多く、32.0％となっています。 

また、一夜を明かす必要に迫られた場合、想定される行動は、「おそらく自宅に戻る」が最も多く、
46.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

避難所（学校等）

公園など広い場所

駅・商業施設

スーパー・コンビニエンスストア・ドラッグストア

付近の親戚・友人の家等

公共施設（区役所等）

その他

無回答

32.0 

20.0 

13.3 

9.3 

9.3 

6.7 

8.0 

1.3 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

n=75

16.0 

46.7 

26.7 

6.7 

2.7 1.3 

n=75

必ず自宅に戻る

おそらく自宅に戻る

おそらくマンションの敷地の外に留まる

必ずマンションの敷地の外に留まる

その他

無回答

（以下の状況を想定した回答） 
地震発生から３時間後、継続的に余震があり、エレベーターはいまだに停止しています。電話とインターネットは、

不安定な状況ではあるものの外部との連絡はある程度可能になりましたが、学校の避難所はまだ開設されていませ
ん。夜になり、一夜をどこで明かすかを検討する必要も出てきました。 
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